
治山ダムペーパークラフト完成写真

①コンクリート谷止工

コンクリート谷止工は林野庁で施行するダムの中で最も一般的なものです。
近年施工したものは、表面に木の枠を設置し、中身はコンクリートという場
合が多いです。木を使う理由はいくつかあります。
①一般的な型枠の代わりとすることで、最後に取り外す手間を省くことがで
きる
②国産の間伐材を使用することで木材の利用促進に繋がる
③景観になじみ、見た目がよい

↓下の治山ダムの設計図をもとにペーパークラフトを製作しました↓
手に取って、山奥で活躍する治山ダムを知って頂ければと思います。



②鋼製枠谷止工

治山ダムペーパークラフト完成写真

鋼製枠（こうせいわく）谷止工は、コンクリートが運べない山奥や地盤が柔
らかい場所に施工します。施工後に地盤が沈んだりした場合、コンクリート
谷止工だと割れてしまう可能性がありますが、鋼製枠の場合は金属と金属を
つなぐ部分から形を変えて対応しダムの機能を発揮し続けます。鋼製枠谷止
工のデメリットは、一般的にコンクリート谷止工を作るより工費が高くなり
ます。どうしても鋼製枠でなければいけない場所で造られる治山ダムです。
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